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年
年
人
口
の
減
少
が
は
げ
し

い
中
で
小
学
校
、
中
学
校
の
児

童
、
生
徒
も
合
わ
せ
て
毎
年
百

名
近
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
も
今
年
よ
り
更
に
約
八

十
名
減
少
の
見
込
み
で
す
。

　
そ
の
た
め
小
人
数
の
学
校
に

な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
中
学
校

も
複
式
に
な
る
の
は
時
間
の
問

題
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
う
な
る
と
教
育
効
果
が
上

ら
な
い
の
で
、
早
め
に
、
手
を

打
た
ね
ば
な
ら
ず
、
町
、
議
会
、

教
育
委
員
会
は
松
里
、
布
川
地

区
の
父
兄
と
相
談
し
統
合
に
つ

い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
統
合
は
町
に
と
っ
て
も
、
父

兄
に
と
っ
て
も
容
易
で
な
い
問

題
で
あ
り
、
負
担
が
か
か
り
ま

す
が
、
結
局
、
児
童
、
生
徒
の

教
育
の
た
め
に
は
統
合
の
線
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
補
助
金

の
関
係
も
あ
っ
て
、
で
き
る
だ

け
早
く
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

　
　
　
　
　
　
　
一

46

年
に
松
里
　
4
8
年
に
東
川
を

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
松
里
、
東
川
校
舎
と
呼
ぶ
こ

　
そ
れ
で
四
十
五
年
に
は
名
目
　
と
に
な
る
）
四
十
六
年
に
松
里

統
合
を
や
り
（
松
里
、
東
川
分
校
一
四
十
八
年
に
東
川
を
実
質
統
合

す
る
こ
と
を
議
会
は
承
認
し
ま

し
た
。

　
な
お
四
十
五
年
度
に
は
本
校

の
六
教
室
増
築
と
寄
宿
舎
の
建

築
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
1
0
日
か
ら
町
議
会

　
昭
和
四
十
五
年

度
一
般
会
計
予
算

案
は
二
月
十
三
日

町
長
査
定
を
終
り

三
月
十
日
か
ら
の

定
例
町
議
会
に
提

案
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
新
年
度
予
算
案

総
額
は
三
億
八
千
万
円
で
前
年

に
比
べ
約
一
億
二
千
万
円
の
増

り加
と
な
っ
て
お
り
、
支
出
面
で

は
中
学
校
統
合
に
伴
う
諸
経
費

が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、

つ
い
で
農
林
道
町
道
改
良
が
重

点
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
は
つ
ぎ

の
と
お
り
。

　
中
学
校
統
合
に
よ
る
校
舎
増

臨
時
議
ム
質
で

　
　
追
加
予
算
、
請
願

　
　
一
一
件
採
択

　
一
月
三
十
日
午
前
九
時
か
ら

町
役
場
で
臨
時
町
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。

　
当
日
の
議
会
で
は
、
職
員
の

給
与
改
訂
を
中
心
と
し
た
追
加

予
算
や
、
中
学
校
統
合
計
画
な

ど
を
承
認
し
た
の
ち
請
願
二
件

　
写
真
は
新
入
学
の
一
年
生

　
　
　
　
　
（
松
之
山
小
で
）

　
昭
和
四
十
五
年
の
年
頭
に
当

り
ま
し
て
つ
つ
し
ん
で
町
民
各

位
の
ご
健
勝
を
お
慶
び
申
上
げ

ま
す
。
新
し
い
年
の
門
出
を
祝

う
と
い
う
こ
と
は
古
今
東
西
を

　
問
わ
ず
永
い
伝
統
を
も
っ
て

行
わ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
人

間
社
会
に
与
え
ら
れ
た
理
屈
抜

ぎ
の
特
権
の
よ
う
な
も
の
で
あ

り
ま
す
か
ら
一
年
の
計
を
樹
て

る
べ
き
年
頭
に
当
っ
て
夢
を
託

す
こ
と
も
希
望
的
観
測
に
た
よ

り
が
ち
な
人
間
の
根
強
い
心
理

と
し
て
当
然
な
馨
で
あ
り
ま

し
よ
う
。

さ
て
松
之
山
町
の
前
途
を
描
く

年
頭
の
夢
は
あ
ま
た
あ
る
と
は

思
い
ま
す
が
景
気
の
よ
い
年
頭

麗
辞
ば
か
り
並
べ
た
て
る
訳
に

は
ゆ
か
な
い
と
思
っ
て
居
り
ま

す
。
当
面
す
る
悩
み
の
種
と
し

て
米
の
生
産
調
整
の
問
題
が
あ

り
ま
す
し
、
又
過
疎
問
題
、
国

保
の
赤
字
退
治
か
ら
今
後
の
町

の
医
療
問
題
等
々
い
ず
れ
も
即

決
を
計
る
こ
と
の
難
し
い
問
題

が
い
つ
く
も
横
た
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
存
じ
ま
す
。
こ
と
し
は

特
に
こ
れ
等
重
要
諸
間
題
に
真

剣
に
取
り
組
ん
で
参
る
た
め
自

重
自
戒
の
も
と
に
努
力
を
い
た

す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
旧

に
倍
し
た
ご
協
力
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
申
上
げ
ま

す
と
と
も
に
町
民
各
位
の
ご
栄

幸
と
ご
飛
躍
を
祈
っ
て
年
頭
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
町
長
　
佐
藤
重
　
孝

築
及
び
寄
宿
舎
七
千
八
百
万
円

町
営
プ
ー
ル
新
設
（
松
之
山
地

区
）
及
び
浦
田
プ
ー
ル
浄
化
槽

六
百
万
円
、
　
農
道
林
道
整
備

四
千
万
円
、
町
道
橋
梁
改
良
に

二
千
万
円
、
観
光
事
業
三
百
万
円

消
防
施
設
整
備
三
百
万
円
、
牧

場
草
地
改
良
三
百
万
円
、
松
之

山
簡
易
水
道
対
策
百
万
円
。

と
す
る
も
の
で
、
そ
の
取
り
組

み
の
あ
ら
ま
し
は
別
項
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
請
願
　
一
、
町
道
赤
羽
線
根

（
新
山
か
ら
淀
野
経
由
松
之
山

小
学
校
へ
通
ず
る
道
路
）
の
巾

員
拡
張
と
改
良
に
つ
い
て
の
要

請
で
新
山
部
落
長
ほ
か
七
名
か

教
青
委
員
に

　
　
村
山
豊
治
氏

還
挙
管
理
婁
員
に

　
　
山
岸
留
作
氏

　
ま
た
三
十
日
の
議
会
で
は
、

教
育
委
員
田
辺
博
氏
の
死
去
に

を
採
択
し
午
前
十
一
時
閉
会
し
、

た
ロ　

給
与
改
訂
人
事
院
勧
告
に
、

も
と
づ
く
職
員
の
給
与
改
訂
で

総
額
四
百
万
円
を
予
算
追
加
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
中
学
校
統
合
計
画
　
骨
子
は

現
在
の
松
里
、
東
川
分
校
を
す

み
や
か
に
本
校
に
統
合
し
よ
う

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
土
木

委
員
会
附
託
と
な
っ
た
。

　
二
、
マ
リ
ヤ
観
音
堂
新
築
に

つ
い
て
助
成
費
を
要
請
す
る
も

の
で
、
同
保
存
会
な
ら
び
に
湯

山
松
陰
寺
住
職
か
ら
提
出
さ
れ

産
業
委
員
会
附
託
と
な
っ
た
。

伴
う
後
任
に
村
山
豊
治
氏
（
5
0

才
松
之
山
）
が
選
任
さ
れ
た
。

　
ま
た
選
挙
管
理
委
員
に
山
岸

留
作
氏
（
5
8
才
新
山
）
が
選
任

さ
れ
た
。

当
面
は
通
学
重
点
の
圧
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除
　
　
雪

　
こ
と
し
の
雪
は
昨
年
の
同
期

に
く
ら
べ
て
八
十
五
セ
ン
チ
も

【
多
く
、
道
路
の
除
雪
作
業
に
は

相
当
の
日
数
を
要
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
浦
田
～
松
之
山
線
を
除
く
主

要
町
道
の
除
雪
は
、
当
面
通
学

を
優
先
に
、
二
月
十
七

日
か
ら
つ
ぎ
の
順
に
ブ

ル
ト
ー
ザ
ー
に
よ
る
圧

雪
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

　
大
荒
戸
、
水
梨
、
松

口
、
黒
倉
、
藤
倉
（
学

校
ま
で
）
坪
野
中
立
山

　
ま
た
浦
田
～
松
之
山

線
の
除
雪
は
、
二
月
十

七
日
か
ら
本
格
的
な
除

雪
が
ブ
ル
ニ
台
に
よ
り

は
じ
め
ら
れ
、
二
十
日

前
後
に
は
浦
田
車
庫
前

ま
で
完
了
の
予
定
で
あ

る
。
一
般
町
道
の
本
格

的
な
除
雪
は
、
降
雪
状

況
に
も
よ
る
が
お
お
む

東
京
に
出
稼
者
セ
ン
タ
ー
を

　
　
　
　
　
松
之
山
町
議
会
で
要
請

　
昨
年
十
二
月
二
十
日
の
町
議

会
で
採
択
さ
れ
た
「
東
京
都
に

出
稼
者
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る

要
請
」
は
、
去
る
二
月
五
日
松

之
山
町
議
会
の
名
で
美
濃
部
都

知
事
宛
発
信
さ
れ
た
。

　
こ
の
要
請
は
松
之
山
町
農
村

労
働
組
合
か
ら
提
出
さ
れ
た
も

の
で
、
都
知
事
宛
の
要
請
文
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

要
猛
書

当
町
は
山
間
豪
雪
単
作
地
帯

ね
三
月
十
日
頃
か
ら
着
手
さ
れ

る
見
込
で
あ
る
。

で
あ
り
、
か
つ
極
め
て
零
細
経

営
規
模
で
、
75
％
は
季
節
出
か

せ
ぎ
世
帯
で
あ
り
ま
す
。

農
民
の
ほ
と
ん
ど
は
日
雇
ま
た

は
季
節
出
か
せ
ぎ
に
よ
っ
て
そ

の
生
活
を
維
持
す
る
兼
業
農
家

で
あ
り
ま
す
。

最
近
町
に
お
け
る
出
か
せ
ぎ
者

の
数
は
、
過
疎
現
象
と
か
ら
み

一
層
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
も
、
毎
年
労
災
事
故
は
増

加
し
、
ま
た
未
払
賃
金
も
あ
と

を
絶
た
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
如
上
の
事
情
を
ご
賢
察
い
た

だ
き
、
出
か
せ
ぎ
者
の
最
も
集

中
し
て
い
る
東
京
都
に
、
出
か

せ
ぎ
者
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
、

問
題
解
決
に
都
の
積
極
的
な
ご

援
助
を
下
記
の
と
お
り
要
望
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
記

1
　
東
京
都
に
出
か
せ
ぎ
者
の

相
談
で
き
る
窓
口
を
つ
く
り
、

賃
金
未
払
、
労
働
災
害
、
労
働

契
約
違
反
な
ど
、
出
か
せ
ぎ
の

困
っ
た
間
題
に
つ
い
て
、
責
任

を
も
っ
て
解
決
に
あ
た
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

2
　
出
か
せ
ぎ
者
の
福
祉
施
設

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
を
っ
く
り

出
か
せ
ぎ
者
の
集
会
や
、
懇
親

社
会
福
祉
協
へ

　
　
　
　
　
　
　
寄
付

●
脚
「

・
移
鳳

　
　
　
　
　
　
磁
．
村

　
猪
之
名
滝
沢
正
二
さ
ん
（
6
8
「

）
は
父
政
平
さ
ん
の
死
去
に
あ

た
り
去
る
一
月
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
費
に
と
、
金
薫

万
円
を
寄
贈
さ
れ
た
。

　
ま
た
湯
本
村
山
文
武
さ
ん
，
（

製
）
も
母
上
の
死
去
で
金
二
万

円
を
寄
贈
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ

「
ふ
る
さ
と
便
り
噺

　
町
の
労
働
対
策
協
議
会
で
は

「
ふ
る
さ
と
だ
よ
り
」
第
三
号

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
は
二
月
下
旬
出
稼
者
に

む
け
て
発
送
さ
れ
る
が
内
容
は

生
徒
の
作
文
や
、
保
険
関
係
の

手
続
き
、
注
意
事
項
等
を
掲
さ

い
し
て
お
り
、
号
を
追
う
ご
と

に
出
稼
者
か
ら
は
非
常
に
よ
ろ

こ
ば
れ
期
待
を
も
っ
て
読
ま
れ

て
い
る
。

　
昭
和
四
十
四
年
分
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
六
日
ま
で
で
す
。
　
（
三
月
十

五
日
が
日
曜
日
の
た
め
）
確
定

申
告
は
、
一
年
間
の
所
得
と
税

額
を
計
算
し
て
、
申
告
書
を
税

務
署
に
提
出
す
る
大
切
な
手
続

・
き
で
す
。

0
　
申
告
と
納
税
の
相
談
は

三
月
に
入
り
ま
す
と
税
務
署
の

窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
出

来
る
だ
け
早
め
に
お
出
か
け
下

さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
か
ら
指

定
さ
れ
た
相
談
日
が
あ
る
場
合

ぜ
ひ

そ
の
日
に
お

　
い
で
下
さ
い

◎
　
相
談
に
、

　
お
い
で
に
な

一
る
と
き
ば
、

扶
養
控
除
、
生
命
保
険
控
除
、

社
会
保
険
控
除
等
の
欄
を
必
ず

　
記
載
の
う
え
お
い
で
下
さ
い
。

．
こ
の
欄
が
書
い
て
な
い
と
受
付

順
位
に
な
る
こ
と
が

　あり

ま
す
。

　◎

　
期
限
ま
で
に
、
申
告
と
納

れ
な
い
と
無
申
告
加
算

延
滞
税
が
か
か
り
、
不

　利な

取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
に

　
な
り
ま
す
。

O
　
納
め
過
ぎ
の
源
泉
所
得
税

を
返
し
て
も
ら
う
申
告
は
、
一

月
一
日
か
ら
税
務
署
で
受
付
け

て
い
ま
す
か
ら
早
め
に
申
告
し

早
め
に
還
付
を
受
け
て
下
さ
い

O
　
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出

し
た
人
は
、
事
業
税
、
住
民
税

の
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

O
　
所
得
税
の
申
告
書
を
提
出

し
な
い
人
で
、
事
業
税
ま
た
は

住
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

申
告
書
を
三
月
十
六
日
ま
で
に

出
稼
先
で
肉
牛
講
座
と
視
察

　
二
月
十
二
日
、
出
稼
牛
の
品

川
で
浦
田
地
域
の
青
年
後
継
者

竹
内
清
司
さ
ん
ほ
か
八
名
と
、

松
之
山
町
役
場
中
島
畜
産
主
任

浦
田
農
協
久
保
田
技
術
員
、
全

販
連
幡
谷
技
師
ら
五
名
が
参
加

上
京
家
族
の
宿
泊
面
会
の
場
所

を
設
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

3
　
東
京
都
の
発
注
し
た
工
事

関
係
で
、
未
払
賃
金
、
労
災
が

お
き
た
と
き
は
都
の
責
任
で
解

決
に
あ
た
る
よ
う
な
制
度
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

4
　
出
か
せ
ぎ
中
に
賃
金
未
払

い
に
あ
い
、
あ
る
い
は
病
気
で

困
っ
た
者
に
は
、
一
時
貸
付
制

度
な
ど
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
以
上

ー
L
、
　
「
和
牛
の
多
頭
飼
育
講
座

と
東
京
市
場
視
察
」
が
お
こ
な

わ
れ
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
竹
内
さ
ん
ら

熱
心
な
飼
育
者
数
名
の
よ
び
か

け
で
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、

出
稼
中
と
い
え
ど
も
留
守
を
守

っ
て
田
舎
で
牛
飼
い
し
て
い
る

奥
さ
ん
方
を
励
ま
し
た
り
、
ま

た
自
身
の
眼
で
、
東
京
市
場
を

確
め
そ
の
要
望
や
今
後
の
あ
り

方
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
も
の

　
出
稼
先
で
は
鉄
工
所
や
、
農

場
づ
く
り
に
従
事
し
て
い
る
人

達
で
あ
る
が
、
こ
の
日
ば
か
り

は
郷
里
の
山
や
、
本
職
の
牛
飼

い
の
話
題
に
沢
山
の
意
見
を
出

し
あ
い
有
意
義
な
一
日
を
す
ご

し
た
び

提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

O
　
確
定
申

生
・
書
の
用
紙

の
な
い
人
や

書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
と
き
は
、
い
つ

で
も
税
務
署
や
町
役
場
税
務
課

で
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
　
松
之
山
町
で
は
、
次
の
日

程
で
納
税
相
談
が
開
か
れ
ま
す

既
に
通
知
の
あ
っ
た
方
や
、

相
談
日
を
利
用
さ
れ
た
方
は

忘
れ
ず
に
お
い
で
下
さ
い
。

三
月
二
日
　
午
後
二
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で

三
月
三
日
　
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で

場
所
　
松
之
山
町
役
場

◎
　
一
般
の
方
の
住
民
税
の
申

告
は
、
例
年
ど
う
り
三
月
上
旬

総
代
さ
ん
を
通
じ
申
告
願
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
に

　
　
　
　
加
入
し
よ
・
フ

　
昨
年
町
内
で
の
交
通
事
故
は

五
人
死
亡
、
二
十
五
人
以
上
が

負
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
に
乗
る
機
会
が
う
ん
と
増

え
、
い
つ
ど
こ
で
交
通
災
害
に

あ
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族

ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
申
込
は
随
時
受
付
け
ま

す
。大

人
三
六
〇
円
小
人
三
百
円

一97一
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二
月
十
日
、
十
一
日
に
は
松

之
山
ス
キ
ー
連
盟
、
東
頚
東
部

教
員
協
議
会
、
郡
中
体
連
、
郡

小
体
連
主
催
の
ス
キ
ー

大
会
が
快
晴
の
も
と
に

松
之
山
中
松
里
分
校
を

本
部
に
し
て
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
各
種
目
の
成
績
は
次

の
と
お
り
。

　
　
　
　
（
一
位
の
み
）

◇
滑
降

幼
年
A

村
山
茂
春
（
松
甲
小
）

幼
年
B

高
橋
　
仁
（
松
胆
小
）

幼
女
A

高
橋
好
子
（
松
甲
小
）

幼
女
B
　
村
山
順
子
（
松
甲
小
）

少
年
　
　
竹
内
修
文
浦
田
中
）

少
女
　
南
雲
喜
久
江
（
浦
田
中
）

高
校
　
　
　
志
賀
　
明
ハ
松
之
山
高
）

成
年
　
　
相
沢
哲
夫
（
松
代
ス
キ
ー

成
年
女
ヂ
村
山
ミ
チ
子
松
之
中
◎

壮
年
　
　
村
山
市
郎
（
松
之
山
温
丞

　
廻
転

昭和45年2月20日

雀
小
野
塚
勝
（
離
曝

少
女
高
橋
攣
（
襲
酬

高
校
　
志
賀
　
明
（
松
之
山
琶

年
A
　
江
日
　
進
（
浦
田
小
）

年
B
　
高
沢
昭
夫
（
松
之
山
小
）

成
年
　
高
橋
明
夫
　
（
松
之
田
温
丞

壮
年
　
久
保
田
久
男
（
松
之
山
温
基

◇
距
離

幼
年
A
　
佐
藤
宗
司
（
浦
田
小
）

幼
年
B
　
佐
藤
敏
也
（
松
里
小
）

少
年
高
橋
孝
一
（
羅
瑚
）

成
年
　
　
高
沢
悦
夫
（
松
代
高
）

成
年
女
子
小
野
塚
い
ほ
子
（
松
之
川
膏

◇
継
走

幼
年
男
ヂ
　
浦
田
小
A

反
収
六
力
年
間
の
最
高
記
録

　
　
　
　
　
　
　
葉
タ
バ
コ
耕
作
の
す
す
め

　
町
内
で
栽
培
し
た
葉
た
ぱ
．
）

の
収
納
は
、
昨
秋
十
一
月
八
日

を
皮
切
り
に
十
五
日
で
終
r
し

た
。　

こ
と
し
は
、
六
、
七
月
に
雨

が
続
き
低
温
と
日
照
．
不
足
な
ど

か
ら
下
位
葉
が
腐
敗
し
、
全
般

的
に
末
熟
葉
が
数
多
く
見
ら
れ

過
去
六
年
間
の
最
高
収
入
を
記

録
し
た
も
の
の
期
待
は
ず
れ
に

終
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
前
年
と
比
較
す
る
と
、
平
均

反
収
十
万
八
千
七
百
五
十
三
円

で
一
万
五
千
五
百
五
十
七
円
、

．
平
均
量
目
二
百
四
セ
キ
ロ
で
二

七
四
キ
・
、
．
平
均
キ
・
当
り
代

金
四
百
五
十
三
円
で
二
十
二
円

の
増
し
か
見
る
こ
と
カ
で
き
な

か
っ
た
。

　
当
町
の
検
査
に
当
っ
た
、
新

井
出
張
所
伊
藤
検
査
主
任
は
、

「
こ
の
品
種
は
今
ま
で
の
品
種

と
違
い
、
も
っ
と
金
に
な
る
品

種
な
の
で
す
が
生
育
期
の
天
候

が
．
不
良
で
、
葉
肉
が
う
す
く
、

枯
」
り
を
恐
れ
若
取
が
目
立
ち

こ
の
た
め
青
が
残
っ
て
し
ま
い

優
良
葉
が
少
な
か
っ
た
。

従
っ
て
キ
・
当
り
代
金
が
低
く

金
が
さ
も
あ
が
ら
な
か
っ
た
。

　
今
後
の
課
題
の
一
つ
と
し
て

は
、
こ
の
品
種
は
晩
作
形
で
あ

り
質
よ
り
量
に
重
点
を
お
く
と

い
う
の
が
ね
ら
い
の
一
つ
だ
か

少
年
男
子
　
浦
田
中
A

成
年
　
　
　
松
之
山
高

◎
総
ム
・
得
占
…

高
校
　
松
之
山
高
校
　
四
〇
点

青
壮
年
　
松
代
ス
キ
ー
二
三
点

　
（
写
真
少
年
ス
キ
ー
の
出
発
）

こ
ど
も
に
正
し
い
歩
き
方
を

　
　
大
事
な
家
庭
の
し
つ
け

　
　
　
　
新
し
く
入
学
、
入
園

　
　
　
す
る
児
童
を
恐
し
い
交

　
　
　
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

　
　
　
に
、
全
県
下
一
斉
に
、

　
　
　
三
月
二
十
一
日
か
ら
四

　
　
　
月
二
十
日
ま
で
新
入
学

　
　
　
　
（
園
）
児
の
交
通
事
故

　
　
　
防
止
運
動
が
実
施
さ
れ

　
　
　
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
保
護
者
を
は

じ
め
、
市
町
村
、
団
体
等
が
一

体
と
な
っ
て
交
通
安
全
教
育
の

徹
底
、
学
校
や
保
育
園
な
ど
の

行
き
帰
り
の
危
険
を
な
く
す
る

よ
う
、
街
頭
補
導
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

長
い
冬
か
ら
の
解
放
感
か
ら
人

も
車
も
活
発
と
な
る
反
面
、
の

ど
か
な
日
ざ
し
に
心
が
ゆ
る
み

が
ち
と
な
り
、
と
り
わ
け
新
入

学
（
園
）
児
は
歩
行
も
お
ぽ
つ
か

な
く
、
母
親
の
手
か
ら
は
な
れ

て
の
通
学
、
通
園
に
は
つ
ね
に

危
険
が
ま
ち
か
ま
え
て
い
ま
す

　
こ
の
機
会
に
各
家
庭
で
も
交

通
安
全
の
し
つ
け
を
行
な
い
、

し
ば
ら
く
の
間
は
一
緒
に
歩
き

正
し
い
歩
き
方
、
横
断
の
し
か

た
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し

ょ
う
。

　
ア
ッ
！
　
あ
ぶ
な
い

　
　
こ
ど
も
の
と
び
出
し

　
と
び
出
し
事
故
は
子
供
に
多

く
、
特
に
低
学
年
や
幼
児
が
殆

ん
ど
で
す
。

道
路
ふ
き
ん
で
遊
ん
で
い
て
、

ら
、
植
付
を
早
め
、
で
き
る
限

り
生
育
期
間
を
の
ば
し
、
こ
の

品
種
の
長
所
を
生
か
す
努
力
が

必
要
だ
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
尚
、
四
十
五
年
耕
作
面
積
に

つ
い
て
は
、
当
町
で
栽
培
し
て

い
る
在
来
種
に
お
い
て
は
、
全

国
的
に
見
ら
れ
る
様
に
、
目
標

面
積
が
ま
だ
消
化
し
き
れ
な
い

状
態
で
あ
る
。

　
農
政
の
転
換
期
に
あ
た
り
、

米
作
事
情
が
停
滞
し
て
い
る
現

在
、
年
々
代
金
も
あ
が
り
、
成

績
も
向
上
し
て
い
る
葉
た
ば
こ

耕
作
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
く
わ
し
い
こ
と
の
お
問
合
せ

は
町
役
場
産
業
課
へ
。

急
に
道
路
に
と
び
出
し
、
交
通

事
故
に
あ
う
こ
と
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
を
。

　
と
廿
出
す
な
車
は

　
　
き
ゅ
う
に
と
ま
ら
な
い

う
す
あ
じ
調
理
を

　
　
　
　
栄
養
講
習
に

　
　
　
　
　
千
一
一
百
人

　
食
生
活
に
お
け
る
栄
養
の
．
バ

ラ
ン
ス
、
食
品
知
識
の
向
上
と

普
及
を
ね
ら
い
と
し
て
、
保
建

所
と
町
主
催
の
「
へ
き
地
栄
養

講
習
会
」
は
、
昨
年
七
月
二
十

一
日
か
ら
町
内
二
十
一
会
場
で

開
催
さ
れ
去
る
二
月
六
日
で
お

　
写
真
〃
鬼
ロ
杢
坂
に
て
〃

　
転
入
届
を
す
る
と
ぎ
、
転
出

届
を
す
る
と
き
、
出
生
、
死
亡

届
の
と
き
等
は
必
ず
国
保
の
被

保
険
者
証
を
持
っ
て
き
て
下
さ

い
。

　
転
出
届
を
す
る
と
き
は
被
保

険
者
証
を
も
っ
て
来
な
い
と
、

転
出
証
明
書
の
発
行
は
出
来
ま

せ
ん
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
す
、
べ
て
の
届
出
に
は
印

鑑
が
い
り
ま
す
。

　
転
入
届
は
十
四
日
以
内
に
、

　　　　　　　　　　　　　　…鋤毫　内出
　　　　　　　　　　　　　　　　葦　に証転
自主流通米制度　　　　　．　譲羅讐妻
　　　　　　　　　をどラ考冗る馨ををし

悉蕪鵜瓢＿、＿、＿舞縫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　十　と
専業農家の村山さん、農業団体代表の相沢さ　い　四　き
んに意見をお寄せいただきました。　　　　　　o　日　は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以転

わ
っ
た
。

　
こ
の
催
し
に
は
千
百
九
十
二

人
の
婦
人
が
参
加
し
た
。

　
講
師
は
、
保
健
所
の
沼
波
栄

養
士
、
役
場
の
目
黒
保
健
婦
さ

ん
ら
で
、
塩
分
を
う
す
め
に
す

る
調
理
実
習
、
ま
た
映
画
「
血

圧
と
生
活
」
を
上
映
し
た
。

　
会
場
で
は
最
近
と
く
に
激
増

し
て
い
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
・

に
つ
い
て
の
説
明
な
ど
、
日
賞

身
近
か
な
こ
と
だ
け
に
、
婦
人

達
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

灘
蝶
簾
覇
藤
蕪

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
電
子
工
業
松
之
山
工
場

新
潟
電
子
工
業
K
K
松
之
山
　
　
（
写
真
は
松
之
山
工
場
）

工
場
は
昨
年
九
月
か
ら
、
松
之

山
公
会
堂
を
仮
工
場
に
操
業
を

は
じ
め
た
。
東
頚
の
豪
雪
地
帯

に
は
じ
め
て
進
出
し
た
、
大
島

村
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
な
ど

と
と
も
に
地
元
で
は
歓
迎
し
て

い
，
る
。

　
松
之
山
工
場
で
は
い
ま
、
マ

イ
ラ
ー
コ
ン
デ
ン
サ
ー
部
品
製

造
に
男
八
人
、
女
五
十
人
（
季

節
工
を
含
む
）
の
人
達
が
通
勤

し
て
い
る
。

自
主
流
通
米
を
ど
う
考
え
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僑
，
…
　
村
山
正
英

　
　
　
　
　
　
　
食
糧
庁
が

　
　
　
　
　
　
　
考
え
出
し

　
　
　
　
　
　
　
た
自
主
流

通
米
制
度
の
着
想
は
よ
か
っ
た

よ
う
に
思
え
ま
す
が
こ
れ
が
成

功
す
る
事
は
甚
だ
疑
問
だ
と
思

い
ま
す
。

米
の
行
方
は
私
達
農
家
に
と
っ

て
大
き
な
関
心
を
持
つ
も
の
で

す
が
現
在
の
等
級
格
差
で
は
食

味
の
上
下
を
区
別
す
る
も
の
が

殆
ど
な
い
と
い
え
ま
す
か
ら
所

謂
う
ま
い
米
や
儒
米
は
ヤ
ミ
米

か
自
主
流
通
米
と
な
っ
て
消
費

者
に
渡
り
政
府
米
は
ま
ず
い
米

で
あ
る
よ
う
な
印
象
さ
え
す
る

現
今
で
す
。

こ
こ
松
之
山
で
も
フ
．
シ
ミ
ノ
リ

と
レ
イ
メ
イ
で
　
　
　
の
の
　

一
葎
付
さ
れ
銀
饗
加
え
る
と

一
6・
％
と
な
§
い
米
の
代
表

と
さ
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
4
％

は
自
家
消
費
や
都
会
の
親
類
に

届
け
ら
れ
た
り
で
政
府
に
売
渡

さ
れ
る
の
は
極
く
僅
か
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

経
済
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本
が

食
管
制
度
の
赤
字
を
罪
悪
視
し

主
食
の
自
給
と
い
う
独
立
国
家

の
根
本
を
忘
れ
て
無
策
な
農
政

を
や
る
こ
と
は
農
民
の
ひ
ん
し

湿
田
の
米
や
山
地
の
低
収
穫
田

の
米
は
う
ま
い
と
い
わ
れ
ま
す

が
同
じ
品
種
で
も
場
所
や
条
件

で
随
分
食
味
も
変
る
そ
う
て
す

の
で
地
域
別
銘
柄
格
差
が
や
は

り
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

米
の
過
剰
問
題
の
解
決
に
政
府

は
大
分
荒
療
治
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
近
く
発
足
す
る
農
業
者

年
金
制
度
で
小
農
離
農
者
を
保

護
す
る
格
好
の
中
で
農
業
の
自

然
陶
汰
を
さ
せ
る
た
め
農
地
法

を
改
、
正
又
は
廃
止
し
食
管
法
を

な
し
く
ず
し
て
需
要
と
供
給
の

バ
ラ
ン
ス
の
波
の
中
に
私
達
農

民
を
放
り
出
す
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

自
主
流
通
米
も
そ
の
過
渡
期
の

　
一
駒
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
生
産
性
の
低
い
山
村
農
業
の
見

通
し
に
明
る
い
も
の
は
何
も
な

い
よ
う
で
す
が
肉
牛
生
産
基
地

林
産
物
な
ど
の
ウ
エ
イ
ト
が
こ

　
こ
で
は
上
っ
て
く
る
の
で
は
な

皿　
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
世
界
の
驚
異
、

ゆ
く
を
買
う
と
い
う
こ
と
だ
け

で
は
な
く
国
家
百
年
の
計
を
あ

や
ま
る
こ
と
に
も
な
り
兼
ね
な

い
と
思
い
ま
す
。

米
の
生
産
調
整
を
ど
う
う
け
と
め
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
舩
淫
繋
魏
飴
嚴
相
沢
達
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
は

　
　
　
　
　
　
　
　
一
昨
年
お

麺
　
　
　
　
　
　
米
の
時
期

別
格
差
金
制
度
を
廃
止
し
、
昨

年
は
ま
た
生
産
者
米
価
を
据
置

い
た
ば
か
り
で
な
く
、
食
管
制

度
を
お
び
や
す
よ
う
な
　
自
主

流
通
米
制
度
を
実
施
し
、
農
民

を
不
安
に
陥
し
入
れ
今
ま
た
お

米
の
生
産
を
一
割
削
減
す
る
方

針
を
決
定
し
、
こ
れ
に
代
る
べ

き
何
等
の
作
目
指
定
の
な
い
ま

ま
僅
か
の
手
切
れ
金
で
こ
れ
を

お
し
つ
け
よ
う
と
致
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
肯
定
的

な
中
央
に
於
け
る
農
業
団
体
の

動
ぎ
と
は
別
に
私
共
郡
内
農
業

団
体
と
し
て
は
全
国
一
率
一
割

削
減
の
政
策
は
農
村
自
体
の
破

滅
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と

し
て
全
郡
的
反
対
運
動
に
盛
り

上
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、

各
農
協
、
各
農
業
委
員
会
、
郡

町
村
会
等
に
呼
び
掛
け
、
反
対

決
議
を
要
請
す
る
と
共
に
県
並

中
央
段
階
へ
の
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
と
し
、
松
之
山
町
で
も

農
業
委
員
会
、
町
議
会
と
も
に

反
対
決
議
を
致
し
ま
し
た
し
、

郡
町
村
会
で
は
十
二
月
二
十
五

日
出
県
陳
情
を
す
る
等
反
対
運

動
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
月
三
十
一
日
政

府
自
民
党
は
原
案
に
若
干
の
修

正
を
加
え
た
の
み
で
こ
れ
を
断

行
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た

　
や
が
て
具
体
的
な
数
量
並
び

に
減
反
面
積
が
示
さ
れ
ま
す
が

私
共
は
自
ら
の
腹
が
ま
え
を
決

す
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
だ
明
確
な
こ
と
は
申
し
上

げ
兼
ね
ま
す
が
、
全
国
で
一
識

○
万
屯
減
ら
す
そ
の
う
ち
五
〇

万
屯
は
農
地
の
買
上
げ
で
残
り

一
〇
〇
万
屯
は
転
作
又
は
休
耕

で
消
化
す
る
。
転
作
休
耕
に
応

じ
た
農
家
に
は
松
之
山
町
の
場

合
は
反
当
二
八
、
三
五
〇
円
支

給
と
な
り
ま
す
。
な
お
買
上
分

に
つ
い
て
は
全
国
平
均
反
当
三

〇
万
円
で
す
が
当
町
の
場
合
は

ま
だ
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
二

月
二
十
日
頃
に
具
体
的
目
標
が

町
村
に
示
さ
れ
る
模
様
で
あ
り

ま
す
。

　
減
反
は
国
県
の
強
要
は
．
二
ざ

い
ま
せ
ん
し
私
共
も
農
家
組
合

長
さ
ん
を
困
ら
せ
る
よ
う
な
事

を
す
る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
協
力
し
な
い
と
食

管
が
自
然
崩
壊
し
て
し
ま
う
と

か
農
業
施
策
に
差
を
つ
け
る
と

か
お
ど
し
文
句
も
流
布
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
こ
だ
わ
る
こ

と
な
く
ご
自
分
の
方
針
と
計
算

の
上
に
立
っ
・
て
決
定
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
存
じ
ま
す
。

　
然
し
な
が
ら
生
産
調
整
に
応

ず
る
こ
と
は
町
発
展
の
土
台
を

崩
す
作
用
に
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
の
で
根
強
く
反
対
の
立
場

を
貫
き
、
広
く
恵
ま
れ
な
い
地

帯
と
手
を
つ
な
ぎ
、
巾
広
い
農

村
運
動
に
起
ち
上
り
危
険
な
道

を
歩
み
つ
つ
あ
る
貿
易
偏
向
の

高
度
経
済
成
長
政
策
か
ら
、
そ

の
身
を
守
る
こ
と
こ
そ
今
日
の

農
村
人
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す

　
昭
和
四
十
五
年
二
月
五
日
記
す

食
生
活
の
注
意

○
米
を
大
食
し
な
いず

お
か
ず
を

　
た
っ
ぶ
り
と

○
塩
分
を
少
く
し
、
う
す
味
に

　
慣
れ
ま
し
よ
う
。

　
み
そ
汁
、
に
も
の
、
つ
け
物

　
は
う
す
味
に

○
ワ
サ
ビ
、
カ
ラ
シ
、
コ
シ
ョ

　
ウ
は
ひ
か
え
目
に

O
蛋
白
質
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
と

　
る

　
脂
肪
分
の
多
い
も
の
は
さ
け

　
る

O
植
物
油
は
豊
富
に
と
る

　
な
た
ね
油
、
大
豆
、
ご
ま
油

　
な
ど
は
動
脈
硬
化
を
防
ぐ

○
野
菜
、
果
物
は
じ
ゅ
う
ぶ
ん

　
と
る

脳
卒
中
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

あ
な
た
は
自
分
の
血
圧
を
御

、
知
で
す
か
。
脳
卒
中
予
防
は

　
ず
血
圧
を
測
る
こ
と
か
ら
は

じ
ま
り
ま
す
。

日
常
生
活
の
注
意

　　　　　　　　　　齢

　　　　　　　　　と1

　　　　　　　象　　　　　　議　　　　　　』ノ’そ豪葦構、1
享
真
は
講
習
会
場
で
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